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浅間山

マリンのブログも見てね。「マリン記者」で検索。

　タクシーを使ったライドシェア（相乗り）が４
月１７日から始まる。軽井沢トラベル＆コンサル
ティングが運営するもので、代表の河野岳さんは
「軽井沢は各観光名所が点在しているが、バスなど
の公共交通機関の利便性があまり良くない現状が
ある」ときっかけを話す。１台のタクシーを複数
客で相乗りして回るツアーで、定番の観光スポッ
トを巡るコースや、グルメやアート、ショッピン
グなどテーマ別のプログラムなどを予定している。
「軽井沢は二次交通がネッ
クになって訪れるエリア
が限られてしまっていた。
ライドシェアで様々な場
所に行き、軽井沢の奥深
さを知ってもらいたい」。
問合せ：軽井沢トラベル＆
コンサルティング
TEL050-3576-2396

軽井沢を周遊できる
タクシー相乗りツアー Scenery of Karuizawa

　JR軽井沢駅の改札口に、時折飾られているダリ
アの花。塩沢の呉順子さんが自宅の庭で栽培した花
を自ら飾っている。6年前に57個の球根から始め
た呉さんの庭に、今では数千本のダリアの花が咲き
誇る。近所でも有名な庭だ。ウィークデーには東京
にいる呉さんは、週末になると軽井沢を訪れ、ダリ
アの手入れに勤しむ。今年の3月下旬、これまで撮
り続けてきた花々の写真と、ダリアへの想いを綴っ
たエッセイと共に、一冊の写真集を制作した。「多

くの人にダリアの
美しさを感じても
らえればと思いま
とめてみました」。

軽井沢の庭でダリアを数千本栽培
撮りためた写真を1冊に

　2020 年 4月の開校を目指す幼小中の混在校「軽
井沢風越学園」の設立準備財団が 4月 14、15 日、
地元の人に向けた説明会を軽井沢町中央公民館で
開く。同財団理事長の本城慎之介さんら、設立発
起人の 3人が学園の理念や特長について説明し、
出席者の質問に答える。同財団が今夏、町内で計
画しているサマースクールについても説明する。
本城さんは「学園が目指す学校像をじっくり聞い
てもらい、疑問に答える場にしたい」と話してい
る。同財団では、学園の進捗状況などを伝えるた
め、半年に一回のペースで説明会を開いていくと
いう。時間は 14 日 10 〜 12 時、18 〜 20 時、15
日 10 〜 12 時。各回定員 100 人。各日、昼の部
は託児も受け付ける。参加希望者は同財団のHP
または、電話で申し込む。

軽井沢風越学園設立準備財団
地元の人に向け説明会 A

作：越智雄二
1918 年愛媛県出身。画家。軽井沢に
滞在し、浅間山や風景を数多く描いた。

URL：http://kazakoshi.jp/event/201704event/
TEL050-3852-1825

『My dear garden 軽井沢
DAHLIA の 庭 』（2,800
円、 軽 井 沢 新 聞 社 出 版、
Amazon で購入可）。


